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な
真
理

性
が
あ
る

こ

と

を

見
出
し

、

あ

る

い

は

自
ら

に

や

は

り

足
り
な
い

点
が
あ
る

こ

と

も

認
め

て、

他
と

あ
い

携
え

て

人
類
の

真
の

目
覚
め
・

救

い

と

福
祉
等
に

貢
献
す
る

道
を

ど

た、

あ
る

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

こ

ま

で

も

模

索
し
て

い

く

必
要
も

ま

　
著
者
の
、

時
代
に

真
摯
に

向
き

合
う

姿

勢
と

粘
り

強
い

考
察
に

敬
意
を

覚
え
つ

つ
、

だ
か

ら
こ

そ
以
ヒ

の

よ

う

な
思
い

を

と

ど

め

え

ず
に

い

る
。

そ
れ
は
、

す
べ

て

本
書
の

次
の

課
題
で

あ
り、

本
書
自

身
に

こ

の

こ

と

を

求
め

る

べ

き
で

な
い

こ

と

は

十
分
に

承

知
し

て

い

る

つ

も
り

で

あ
る

。

ま

た
、

今、

私
が
述
べ

た

よ
う
な

こ

と

は、

一

人
の

学
者
の

よ

く

な
し

う

る

と

こ

ろ

で

も
な
い

で

あ
ろ

う
。

今
後、

仏
教
側
が
、

協

働
し
て

、

著
者
が

追
求
し

て

い

る

よ

う
な

課
題
に

立
ち

向
か

っ

て

ほ

し
い

と

思
う
も
の

で

あ

る
。

大
貫
隆
・

島
薗
進
・

高
橋
義
人
・

村
上

陽
一

郎
編

『

グ

ノ
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シ

ス
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精
神
史
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は
じ
め

に

　
本
書
は

古
代
グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
か

ら

現
代
の

新
霊
性
運
動
に

至

る

「

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義
」

的
現
象
の

諸
相
を

論
じ

る

「

グ
ノ

ー
シ

ス

百

科
」

と

し

て

構
想
さ

れ

て

い

る
。

古
代
・

中
世
編
で

あ
る

「

陰
の

精
神
史
』

の

主
題

は

近
世
以

前
の

西
洋
宗
教

思
想
史
に

お

け

る

「

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
」

の

変

容
で

あ
り、

ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ

ス

ト

教
的

伝
統
の

周
縁
か

ら

正

統
主

義
に

異

議
申
し

立
て

を

行
っ

た

古

代
グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
と

中
世
の

二

元

論
的
異
端

に

み

ら

れ

る

現
世
否
定
的

救
済
論
の

動

向
に

加
え
て、

初
期
近

世
に

ス

コ

ラ

主
義
的
世
界

観
に

抗
し
て

超
越

的
な

「

全
体
知
」

を

介
し

た

信
仰
と

経

験
的
世
界

観
の

統
合
を
求
め

る
エ

ゾ
テ

リ
ッ

ク

な

思
想
と

結
社
を

扱
う
。
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書評 と紹介

理

論
・

近

現
代
編
で

あ

る

『
異
端
と

近

代
』

は、

神

秘
主
義
．

文
学
．

近

代
思
想
史
・

新
霊
性
運

動
と

い

う
主

題
ご
と

に

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

の

系
譜
に

属
す
る

と

み
な

さ

れ

て

き
た

東
西
の

現
象
を

時
系
列
順
に

扱
う

。

巻

頭
基
調
論
文
で

論
集
の

意
図
を

述
べ
、

各
セ

ク
シ

ョ

ン

の

基

調
論
文
で

問

題
提
起
を
行
い
、

個
別
論
文

で

は

論
文
の

著
者
そ

れ
ぞ

れ

が

具
体
的
な

主

題
を

詳

論
す
る

と
い

う

構
成
は

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

を
め

ぐ
る

連
続

講
座
と

し

て

も

読
め

る
。

本
書
で

は

「

グ
ノ

ー

シ

ス
」

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

の

定
義
に

か

ん

す

る

統
一

見

解
が

画
定
さ

れ

な

い

ま
ま
き
わ
め

て

広

範
な
現
象
が

論
じ

ら

れ

て

い

る

た
め、

編
集
の

意

図
と

問
題
意

識
の

所
在

を
鳥
瞰
す
る
こ

と

は

容
易
で

は

な
い

。

こ

こ

で

は

執
筆
者
が
「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

と

み

な

す
現
象
に

注
［
口

し

な

が
ら
、

ま

ず
は

各

巻
の

内
容
を

紹

介
し

た
い

。

　
『

陰
の

精
神
史
」

　
大
貫
隆
「

は

じ
め

に

　
原
グ
ノ

ー

シ

ス

と

グ
ノ

ー

シ

ス

的
な

る

も
の
」

は
、

近
代
の

思
想
・

文

学
か

ら

現
代
の

新
霊

性
運

動
や

サ

プ
カ

ル

チ
ャ

ー

ま
で

の

広
範
な

領
域
に

み

ら

れ
る

「

グ
ノ

ー
シ

ス

的
な

も
の
」

を

指

摘

し、

宗
教
史
学
派
か

ら

ヨ

ナ

ス

の

論
考
や
ナ

グ
・

ハ

マ

デ

ィ

文
書
の

発
見

を

経
て

ク

リ
ア

ー
ノ

に

至
る

古
代
グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

研
究
史
を

略
述
す

る
。

一

九
六
六

年
に

メ

ッ

シ

ー
ナ
で

行
わ

れ

た

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
研
究
の

国
際
会

議
で

定
め

ら

れ

た

定
義
に

従
え

ば
、

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
と

は

次
の

よ
う
な

原
理

的
に

は
一

定
の

条
件
さ

え

整
え

ば

普
遍
的
に

発
生
し

う

る

現

象
で

あ
る

と

い

う
。

そ

の

根
本
的
な

要
素
は
、

「

超
宇
宙

的
な

神
的

領
域

を
可
視
的
物
質
的
宇
宙
と

存
在
論
的
に

対
立
さ
せ

る

反
宇
宙
的
二

元
論
」

「

超

宇
宙
的
な
神
的
本
質
と

人
間
に

内
在
す

る
本
来
的
自
己
の

間
の

同
質

性
」

お

よ

び
「

こ

の

同
質
性
の

覚
知
を

も
た

ら

す
啓
示
」

で

あ

る
。

大
貫

は

こ

の

根
本
要
素
の

う
ち

す
べ

て

を
み

た

す
思

考
類
型

を

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

と
、

そ

の

う
ち
一

つ

あ

る
い

は

二

つ

を
溝…
た

す

思

考
類
型
を

「

準

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

と

み

な

す

べ

き
で

あ
る

と

提
案
し

な

が

ら
、

こ

の

よ

う
な
問
題
意
識
は

本
書

編
纂
当
初
か

ら

出

版
に

至
る

ま

で

執
筆
者
の

あ
い

だ

に

周
知
の

も

の

と

し

て

共
有
さ

れ

て

い

た

わ

け
で

は

な

い

と

明．
言

す

る
。

　

第
一

部
「

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義
の

本
質
」

は
、

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
に

特
有

な

匱
界
観
の

構
造
を
主
題
と

す
る

。

大
貫
隆
「

宇
宙
の

超

越
と

神
」

は

グ

ノ

ー
シ

ス

神
話

の

根
本

的
な
特
徴
を

略
述
す
る

。

グ

ノ

ー

シ

ス

神
話
は

世

界
の

起
源
を
天

界
と

し、

宇
宙
の

構
造
を
超
越

的
な
善
の

世
界
・

悪
し

き

造

物
神
の

世
界
・

人
間
界
の

三

層
か

ら

説
明
し
、

超
宇
宙
的
・

超
個
人
的

な

神
的
主
体
の

拡
散
と

回
収
と

い

う

救
済
の

教
説
を

核

心
に

も

つ
。

ま

た、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
神
話
は

否
定
神
学
的
な

語
法
で

至
高
の

存
在
を
表

現
す
る

。

筒
井

賢
治
「

知
ら

れ

ざ

る

神

　
　
キ

リ
ス

ト
教
グ
ノ

ー

シ

ス

の

否
定
神
学

1
」

で

は
、

占
代
の

「

キ

リ
ス

ト

教
的
」

グ

ノ

ー

シ

ス

に

お

け
る

「

否
定
神
学
」

の

事
例
を

『

ヨ

ハ

ネ
の

ア

ポ
ク

リ
ュ

フ

ォ

ン
』

な

ど

に

拠
っ

て

紹
介
す

る
。

　

松
村
一

男
「

グ
ノ

ー

シ

ス

神
話
−
1
自
然
神
話
と
創
作

神
話

　
　
」

は、

神
話
学

研
究
に

お

け
る

グ
ノ

ー

シ

ス

神
話
研
究
の

効
用
を
問
う

。

世
界
創

造
原
理

と

し

て

の

エ

ロ

ス

の

挿
話
の

引
用
や

星

辰
崇
拝
の

拒
否
な
ど

の、
下

題
の

検
討
か

ら、

明
確
な

目
的
を
も
っ

て

同

時
代
の

思

潮
か

ら

折

衷
的
に

編
み

出
さ
れ
た

人
に

的
な
「

創

作
神
話
」

の

性
質
を

グ
ノ

ー

シ

ス

神
話
が

も
つ

こ

と

を

明
ら
か

に

し、
「

創
作
神

話
」

の

研
究
が

「

自

然
神

話
」

を

従
来
主
な
研
究
の

対
象
と

し

て

き

た

神
話
学
の

射
程
の

広
が

り
と

豊
饒
化
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を
も
た
ら

す
可
能
性
を
示
唆
す
る

。

　

野
町
啓
「

流
離
と

回
帰
　
　
救
済
モ

デ
ル

　
　
」

は

グ

ノ

ー
シ

ス

主

義

の

救
済
神
話
の

典
型
で

あ
る

「

ヨ

ハ

ネ

の

ア

ポ

ク

リ
ュ

フ

ォ

ン
』

を

例

に
、

宇
宙
の

発
出
の

起
源
に

し

て

魂
の

故
郷
で

あ
る

絶
対
的
至

高
者
の

教

説
は

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
・

ヘ

ル

メ

ス

主

義
・

新
プ

ラ

ト

ン

主
義
に

共
通
で

あ
る

が、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

救
済
神
話
は
絶
対
的
超
越
界
か

ら
の

追

放

と

悔
悟
を
経
て

根
源
へ

の

回
帰
を
説
く
点
で

ヘ

ル

メ

ス

主

義
・

新
プ

ラ

ト

ン

主
義
と

は

決
定
的
に

異
な
る、

と

指
摘
す
る
。

　

第
二

部
「

占
代
の

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

の

某
調
論

文
で

あ

る

大

貫

隆

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

衝
撃
ー
1

古
代
末
期
の

宗
教
運
動

　
　
」

は
、

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義
を

新
プ
ラ

ト

ン

主

義
的
グ
ノ

ー

シ

ス

主
義、

ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ

ス

ト

教
的
グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
、

マ

ニ

教
・

ズ

ル

ヴ
ァ

ン

教
的
グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
に

分
け

た
ヒ
で、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

古
代
末
期
の

宗
教
思
潮
に

与
え

た

衝
撃
を

神
論
・

宇
宙

論
・

人

間

論
・

救
済

論
と

終

末
論
・

礼
典

論
．

言
語
お

よ
び

図
像
表
現
の

様
式
・

生

活
倫
理
・

政

治
権
力
論
の

各
側

面
か

ら

紹
介
す
る
。

皇
帝
・

帝
室
成
員
の

守
護
霊
や

神

格
化
さ

れ
た

帝
室

成
員
の

霊
の

宿
る

場
所
と

さ

れ

て

き

た

星

辰
に

対
す

る

崇
拝
の

拒
否
を
当

時
の
］

般
的
な

政
治
権
力
観
に

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
が

与
え
た

衝
撃
と

し
て

位
置
づ

け

て

い

る

点
は

興
味
深
い

。

　

個
別

論
文
は

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

周
辺
に

あ
っ

た

諸
思
潮
と

の

関
係
を

問
う

。

月

本
昭
男
「

古

代
メ

ソ

ポ
タ
ミ

ア
の

神
話
世
界
か

ら

み

た

グ
ノ

ー

シ

ス

創
成
神
話
」

は
、

グ

ノ

ー
シ

ス

主
義
文
書
の

創
成
神
話
と

旧
約
聖
書

の

神
話
の

淵
源
で

あ
る

占
代
メ

ソ

ポ

タ
ミ
ア

神

話
の

創
成
神

話
を

比
較

し
、

そ

の

類
似
点
を

指
摘
す
る
。

造
物
神
に

よ

る

十
二

宮
と

七

惑
星
天
の

創
造
の

挿
話
は

古
代
東
地

中
海
世
界
の

神
話
共
通
の

要
素
で

あ

り、

メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

神
話
同
様
に

被
造
物
の

世
界
を

統
治
す

る

七

柱
の

神
の

説
話
を

も
つ

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
文
書
に

も
そ

れ
を

見
出
す

こ

と

が

で

き

る
。

メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

神
話
は

下
位
の

神
格
の

堕
落
を

被
造
物
の

世
界
の

誕
生
の

契
機

と

み

な
す

が、

グ
ノ

ー

シ

ス

創
成
神
話
は

旧
約
の

人

間
創
造
論
を
否
定
的

に

捉
え

る

に

あ

た
っ

て

そ

の

よ

う

な

発
想
に

依
拠
し

て

い

る

た

め、

古
代

メ

ソ

ポ
タ

ミ

ア

神
話
の

直
接
の

痕

跡
は

み

ら

れ

な

い

と

は

い

え、

「

先
祖

返
り

」

の

要
素
と

し

て

観
察
す

る

こ

と

が
で

き

る
。

　

山
本
巍
「

プ

ラ

ト
ニ

ズ
ム

と

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は
、

古
代
グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
の

否
定
神

学
と

造
物
神
を
プ
ラ

ト
ン

の

『

パ

ル

メ

ニ

デ

ス
』

「

テ

ィ

マ

イ
オ

ス
』

の

そ

れ

と

比
較
す

る
。

プ

ラ

ト

ン

の

著
作
に

お

け

る

否
定

神
学
と

「

世
界
を

造
り

上
げ
る

職
人
で

あ
り
哲
学
者
」

と

し

て

の

造
物
神

の

教
説
は

、

困
難
な
多
様

性
に

満
ち

た

こ

の

世
の

生
を

冷
静
に

生
き

る

こ

と

で

可
能
な

限
り

「

神
」

に

近
づ

く

善
い

「

作
品
」

と

し
て

造
り

上
げ

よ

と

哲
学
の

徒
を

励
ま
す

教
説
に

も

通
ず
る

が、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
は

不
可

知
の

至

高
神
を
世
界
の

根
源
と

し
な

が

ら
も
悪
し
き

世
界
で

あ
る

現
世
へ

の

関
心
を
徹
底
的
に

否
定
し

た

結

果、

不

可
知
の

神
の

神
秘
を
詳
述
す

る

神
話
を
語
る
こ

と

自
体
が

教
説
に

矛
盾
す
る

こ

と

と

な
り、

人
間
が

徳
を

追
求
し

て

生
き

る

可
能
性
も

奪
う

。

　

荻
野
弘
之

「

ヘ

レ

ニ

ズ
ム

哲
学
と

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
　
　
決
定
論
的

世

界

観
の

陰
画
　
　
」

は
、

ス

ト

ア

派
か

ら

中
期
プ

ラ

ト

ン

主

義
に

至
る
ヘ

レ

ニ

ズ
ム

哲
学
の

宿
命
論
と

グ

ノ

ー
シ

ス

主
義
救
済

神
話
の

宿

命
論
を
表

裏
】

体
の

陰
画
と

み

な

し、

そ

の

葛
藤
を

該
博
に

論
ず
る

。

ス

ト

ア

派
の

決

定
論
は

星
辰
界
に

み

ら

れ

る

宇
宙
の

精
妙
な
秩
序
の

摂
理
を
讃
美
す
る

と

同
時
に
、

魂
の

修
練
を

通
じ

て

宿
命
の

甘
受
（
運

命
愛）

に

至

る

方
策

を

提
示
す
る

こ

と

で
、

人

間
を

宿

命
ゆ

え
の

絶
望
に

陥
ら

せ

る
こ

と

な

く

452｛668｝
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書評 と 紹 介

そ

の

尊
厳
の

根
拠
と

な
る

自
由
を

擁
護
す

る
。

グ

ノ

ー
シ

ス

主

義
の

救
済

神
話
は

そ

の

よ

う
な

調
和
的
宇
宙
観
を

根
底
か

ら

覆

す
。

そ

こ

で

は

星
辰

界
は

悪

し

き

造
物
主
の

下
位
に

位
置
す

る

悪
し

き

神
々

と

さ

れ、

「

摂
理
」

「

宿
命

」

が

人
間
の

行
動
を
束
縛
す
る

造
物・
王

に

創
ら

れ

た

悪
し
き

神
格

と

し
て

描
か

れ

る
が

、

自
己
の

認

識
に

よ
っ

て
｝

挙
に

超
越
に

到
達
す
る

こ

と

で

「

宿
命
」

の

呪
縛
が

解
か

れ

る
。

宿
命
論
的

世
界
観
に

立
つ

ス

ト

ア

主
義
者
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
者、

宿

命
論

的
世
界

観
に

抗
す
る

中
期
プ

ラ

ト
ン

主

義
者
と

教
父
は

救
済
論
と

人
間
の

自
由
と

尊
厳
を

共
通
の

関
心

事
と

す

る
。

超
越
界
の

美
に

依
拠
す
る

現
世
の

美
を
否
定
し

て

現
世
に

お

け
る

徳
の

修
練
を

放
棄
す

る

グ
ノ

ー
シ

ス

主
義
を
プ
ロ

テ

ィ

ノ

ス

は
批
判

す
る

が、

新
プ

ラ

ト
ン

主

義
も

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
も

超
越
を

指
向
す
る
土

壌
に

生
ま

れ

た

思
想
で
あ
り、

教
父
と

新
プ

ラ

ト

ン

主
義
者
の

双
方
に

と

っ

て

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
は

「

内
な

る

敵
」

だ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　

大
貫

隆
「

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー
教
と

マ

ニ

教
」

は
、

ペ

ル

シ

ア

起
源
の

二

元

論
的
宗
教
で

あ

る

マ

ニ

教
と
、

類

縁
関
係
に

あ
る

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教、

ズ

ル

ヴ
ァ

ン

教
の

成
立

史
と

世
界
観
の

特
徴
を
略
述
し、

そ

の

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
的
傾
向
は

む

し
ろ

ペ

ル

シ

ア

の

精
神
史
的
状
況
の

な

か

で

形
成
さ

れ

た

と

指
摘
す
る

。

近

藤
均
「

古
代
宇
宙
論
・

占
星

術
・

生
理

学
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は、

占
代
の

宇
宙
論
と

占
星

術
な

ら

び
に

ガ

レ

ノ

ス

・

ヒ

ポ

ク

ラ

テ

ス

の

生
理

学
の

概
略
と

そ
の

照
応

関
係
を

簡
潔

明
快
に

紹
介
す

る
。

古
代
の

宇
宙
観
は
マ

ク
ロ

コ

ス

モ

ス

と

ミ

ク

ロ

コ

ス

モ

ス

の

照

応
を

宇
宙
と

人
間
の

あ
い

だ
に

想
定
し

て
、

神
々

の

存
在
す
る

星
辰
界
を

尊
崇

の

対
象
と

す
る

と

同
時
に

星
辰
界
の

似
姿
と

し
て

の

人
間
に

神
性
を

認
め

る

が
、

グ
ノ

ー

シ

ス

の

宇
宙
論
・

身
体
論
は

七
つ

の

惑
星
天
を
造

物
神
の

下
に

位
置
す

る

世
界
の

支
配
者
と

し

て

位
置
づ

け
、

人
間
の

身
体
を
悪
と

み

な
す

た
め、

古
代
の

宇
宙
論
の

発
想
を

根
本

的
に

転
覆
す
る
も

の

と

し

て

位
置
づ
け

ら

れ
る

。

古
代
ペ

ル

シ

ア

の

宗
教

思
想
に

つ

い

て

も、

ヘ

レ

ニ

ズ
ム

思
想
に

お

け

る
宇
宙
論
・

占
星

術
・

生

理
学
の

照
応
関
係
に

つ

い

て

も
邦

語
文

献
は

き

わ
め

て

少
な

い

た

め
、

こ

の

二

論
考
は

貴
重
で

あ

る
。

　

ゲ
ル

シ

ョ

ム
．

シ

ョ

ー

レ

ム

に

よ

れ

ば、

ユ

ダ
ヤ

神
秘
主
義
の

生
け
る

核
心
と

起
源
は

カ

バ

ラ

ー

に

あ
り

、

そ

の

淵
源

に
は

ラ

ビ
・

ユ

ダ
ヤ

教
の

伝
統
に

温
存
さ
れ
て

き

た

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

的

伝
統
が

存
在
す
る

と

い

う。

手
島
勲
矢
「

カ
バ

ラ

ー、

メ

ル

カ

バ

ー
・

ヘ

イ
ハ

ロ

ッ

ト

文
学
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義

ー
ゲ
ル

シ

ョ

ム

・

シ

ョ

ー

レ

ム

と

ユ

ダ
ヤ

神
秘
主

義

の

「

起

源
」

問
題

1
」

は

こ

の

議
論
を
ふ

ま

え
て

メ

ル

カ
バ

ー
・

ヘ

イ

ハ

ロ

ッ

ト
文
学
と

カ

バ

ラ

ー

の

成
立

史
と

思
想
的
特

徴
を
略

述
し
た

の

ち、

シ

ョ

ー

レ

ム

の

「

ユ

ダ
ヤ

教
グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は

キ

リ

ス

ト

教
以

前
の

ユ

ダ
ヤ

教
に

お

け

る

「

一

神
教
的
伝

統
の

多
神
教

的
理
解
」

で

あ
る

と

論
じ、

シ

ョ

ー
レ

ム

の

弟
子
J
・

ダ
ン

に

よ

る

シ

ョ

ー

レ

ム

批
判
を

紹

介

す
る

。

ダ
ン

は

キ

リ

ス

ト

教

的
グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
か

ら

の

影
響
関
係
に

加
え

、

ミ

ド

ラ

ッ

シ

ュ

や

タ

ル

ム

ー

ド

に

お

け

る

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

本

質

的
要

素
の

欠
如
を

根
拠
に、

古
代
グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
と

初
期
ユ

ダ
ヤ

教

神

秘、
王

義
の

歴
史
的

関
係
の

立
証
は

困
難
で

あ
る
と

論
じ

る
。

ま

た

終
未

論

的
救

済
論
は

ユ

ダ
ヤ

黙
示
文

学
に

顕
著
な

特
徴
で

も
あ

る
。

北
博
「

ユ

ダ

ヤ

教

黙
示

文

学
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

で

は、

ユ

ダ
ヤ

教
黙
示
文
学
の

「

幻
視

す
る

預

言
者
」

像
と

終
末
論
の

展
開
を
略
述
し、

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

背

景
に

ロ

ー

マ

帝
国
の

統
治
に

知
的
世
界
を

破
壊
さ

れ
た

ヘ

レ

ニ

ズ

ム

諸
都

市
隷

属
民
の

新
た

な
ア
イ
デ
ン

テ

ィ

テ
ィ

形
成
を

み

る

ク

ル

ト
・

ル

ド
ル

フ

の

説
に

依
拠
し
て、

ユ

ダ
ヤ

教
黙
示
文

学
を

帝
国
支
配
下
に

お
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け
る

民
衆
の

抵
抗
の

文
学
と

み

な
す

。

ユ

ダ
ヤ

黙
示

文
学
は

歴

史
的
．

時

間
的
次、
兀

の

救
済
を
求
め

る

が、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
は

思
弁
を

駆
使
し
た

存
在
論
的

再
解
釈
に

よ

っ

て

現
世
内
超
越
の

方
向
を

目
指
す

点
で

決

定

的

に

異
な

っ

て

い

る。

　

第
三

部
「

正

統
と

異
端
」

の

主
題
は
、

キ

リ
ス

ト

教
正
統
主
義
か

ら

み

た
「

内
部
の

敵
」

と

し

て

の

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義

像
で

あ
る

。

基
調
論
文
と

な
る

村
上
陽
一

郎
「

二

元

論
と
一

神
教
」

は、

三

位
］

体
説
の

正
統
性、

「

四

つ

文
字
言
葉
（
テ

ト

ラ

グ
ラ

マ

ト

ン

こ

の

神
秘
性、

善
悪
二

元

論

と

の

葛
藤
な

ど、

近
世
初
期
に

至
る

ユ

ダ
ヤ
・

キ
リ
ス

ト

教
的
伝
統
の

な

か

に

み

ら

れ

る

神
の

唯
一

性
を
保
証
す
る

た
め

の

議
論
の

諸
相
を

素
描
す

る。
　

出
村
み

や

子
「

古

代
教
父
の

グ
ノ

ー

シ

ス

像
」

は、

ナ

グ
．

ハ

マ

デ
ィ

文

書
の

グ
ノ

ー
シ

ス

主
義
者

像
と

比

較
し

つ

つ

古
代
教
父

の

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
者
に

対
す
る

態
度
を

論
じ

る
。

反

異
端
論
者
は

同
じ

キ

リ

ス

ト
教
的

伝
統
に

依
拠
す
る

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
者
と

正

統
主
義
が

判
別
困
難
で

あ
る

が
ゆ

え

に

グ
ノ

ー

シ

ス

卞

義
駁
論
を
著
し、

正

統
主
義
と

の

世
界
理

解
の

差
異
や

事
実
に

反
す
る

性
的
放

縦
を
強
調
し
て

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
者
を

戯

画
的
に

描
い

た
。

し

か

し、

実

際
に

聖

書
解

釈
の

正

当
性
を
め

ぐ
る

論
争

を
正
統
主
義
者
に

提
示

し

た

の

は

む

し
ろ

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
者
の

側
で

あ

る
。

テ

ル

ト

ゥ

リ

ア

ヌ

ス

や

ア

レ

ク

サ

ン

ド

リ

ア

の

ク
レ

メ

ン

ス

ら
も
こ

の

事
実
を
強
調
す
る

。

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
者
に

抗
し
て

現
世
を

神
に

よ
る

教
育
の

場
と

見
な
し
、

現
世
内
禁
欲
を

殉
教
と

等
価
に

扱
っ

て

修
道

制
の

理

論
的

根
拠
を

提
供
し
た

オ

リ

ゲ
ネ

ス

は、

キ
リ
ス

ト

教
成
立
の

当

初
か

ら

聖
書
解
釈
の

不
一

致
が

存
在
し、

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

成
立

も
聖

書
を

熱
心
に

研
究
す
る

人

々

が

多
様
な
聖

書
解
釈
を
行
っ

た

結
果
で

あ
る

と

指

摘
し

て

正

統
主
義
的
聖
書
解
釈
の

礎
を

築
い

た
。

戸
田
聡

「

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義
と

修
道
制
」

は

隠
修
士
パ

コ

ミ

オ
ス

の

修
道
院
が
ナ

グ
．

ハ

マ

デ

ィ

文
書
が

所
蔵
し

て

い

た

と

す
る

説
の

当
否
を

め

ぐ
る

論
争
を
紹

介
し、

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
者
と

エ

ジ

プ

ト
に

お

け

る

初
期

修
道
制
に

共
通

す
る

禁
欲

主

義
的
傾
向
に

着
眼
し

て

両
者
の

思
想
を

比
較
す
る

。

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義

文
献
と

修
道
制
に

は

食
・

性
の

禁

欲
と

世

俗
の

財
産
の

放

棄
が

み

ら

れ

る
。

「

物
的
書
物
」

と

し
て

の

ナ

グ
・

ハ

マ

デ
ィ

文

書
の

成
立
に

修

道
者

が

何
ら

か

の

形
で

関
与
し

て

い

た

た

め
、

そ

の

修
道
者
の

共
同

体
で

は

ナ

グ
・

ハ

マ

デ
ィ

文

書
は

必
ず
し

も

異
端
的
文
書
と

し
て

扱
わ

れ

て

い

な

か

っ

た

可

能
性
が

あ
る

、

ま

た、

四
世
紀
に

お

け
る
グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

実

態
と

性
質
を

考
察
す
る

に

は、

こ

こ

で

は

修
道
者
の

関
心
事
で

あ
る

倫
理

と、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
者
の

関
心
事
で

あ

る

ギ
リ
シ

ア

神
話
の

援
用
の

問

題
を

扱
う
エ

ウ

ア

グ
リ

オ

ス

の

『

グ
ノ

ー

シ

ス

的
諸
章』

は

有
用
な
検
討

材
料
と

な
る
。

　

中

世
の

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は

正
統
主

義
的
キ

リ
ス

ト

教
か

ら

み

た

「

異

端
」

と

し

て

言
及
さ

れ
る

。

高
橋
保
行
「

ビ

ザ
ン

チ
ン

の

教
会
と

グ

ノ

ー

シ

ス

派
」

は

東
方
正

教
会
の

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義

的
異

端
を

紹
介

す

る
。

禁
欲
主
義
的
な

修
道
運
動
の

メ

サ

リ

ア

派、

聖
職
者
の

選
挙
制
と

世

界
の

物
質
性
を
否
定
し

て

聖

像
破
壊
運
動
に

与
し

た

パ

ウ

ロ

派、

徹
底
的

な
善
悪
二

元
論
に

立
つ

ボ

ゴ

ミ

ー

ル

派
は

い

ず

れ
も
直
接
に

古
代
の

異
端

と

関
係
は
な
い

が
、

現
世
否
定
的
か

つ

善
悪
二

元
論
的
な

神
学
に

依
拠
し

て

選
民
意

識
を

鼓
舞
す

る

た

め
、

グ
ノ

ー

シ

ス

的
異

端
と

し

て

認
識
さ

れ

る
。

正

教
の

世
界
観
に

お

け

る

修
道
は

知
的
思

考
の

陥
穽
か

ら

信
徒
を

守

る

機
構
で

も

あ

り
、

知
は

神
の

導
き

に

よ
っ

て

は

じ

め

て

把
握
可
能
で

あ

る

と

同

時
に

典

礼
の

中
で

会

衆
と

と

も

に

共

有
さ

れ

る

べ

き

も

の

で

あ
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書評 と紹介

り、

全
き

善
で

あ
る

至
聖

三

者
（
三

位
一

体）

は

人
問
の

生
活
に

臨
在
し

被
造
物
の

世
界
を

絶
え

ざ
る

更
新
と
超
越
に

導
く

が、

グ
ノ

ー
シ

ス

的
異

端
は

権
力
を
否

定
し

た

質
実
な
生
活
意
識
を
も
っ

て

庶
民
を

魅
了
す

る
一

方
で

、

典
礼
の

積
極
的
な

価
値
を
否
定
し、

観
念
を
具
体
化
す

る

場
と

し

て

修
道
を
位
置
づ

け

た
グ
ノ

ー
シ

ス

的
異

端
の

世
界
観
は

こ

と

ご
と

く
正

教
の

世
界
観
と

対
立

し

た

が
、

そ

の

神
理
解
は

正

統
主

義
か

ら

の

逸
脱
の

ゆ

え
に

公
会
議
の

議
題
と

は

な

ら

な

か

っ

た
。

　

山
内
志
朗
「

普
遍

論
争
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

に

よ

れ

ば、

当
時
の

脅

威
と

な
っ

た

異
端
は

ア

ウ

グ
ス

テ

ィ

ヌ

ス

ら

を

通
し

て

知
ら

れ

る

古
代
の

異
端
よ

り

も

む

し

ろ

「

マ

ニ

教
」

を

総
称
と

す

る

中
世
異
端
思
想
で

あ
っ

た
。

悪
の

原
理

に

よ

る

可
視
的
世
界
の

創
造
を

説
い

て

典
型
的
な
善
悪
二

元

論
に

立

ち、

み

ず

か

ら

を
一

挙
に

神
と

結
び
つ

き

う
る

「

天

使
的
存

在
」

と

み

な
す

カ

タ

リ

派
は

そ
の
一

種
で

あ
る

。

普
遍
論
争
は

現
実

世
界

を

捉
え
る

枠
組
み

を
論
じ
る

場
で

も
あ
り、

正
統
主
義
キ

リ

ス

ト

教
に

と

っ

て

は

信
仰
生
活
を
規
定
す
る

創
造
論
や
倫
理
規
範
を
脅
か

す

「

中

世
グ

ノ

ー

シ

ス・
王

義
」

と

の

闘
い

は

避
け

ら

れ
な
い

。

カ

タ

リ

派
は

現
世
否
定

と

特
権

的
な

現

世
内
超
越
の

模
索
ゆ
え
に

、

「

善
」

の

欠
如
と

し

て

の

悪

を

日
常
の

生
に

引
き

受
け

て

生
き

よ

と

説
く
正

統
主
義
の

思

索
と

衝
突
し

た
。

　

第
四

部
「

ル

ネ

サ

ン

ス

の

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は、

ル

ネ

サ

ン

ス
・

初

期
近
世
の

エ

ゾ
テ

リ

ス

ム

に

お

け

る

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

を
扱
う

。

基

調
論
文

で

あ
る

村
上
陽
一

郎
「

グ

ノ

ー

シ

ス

と

陰
の

精
神
史
」

で

は
、

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義

的
な

発
想
が

近
世
以
後
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

思
想
史
に

お

い

て

も

現

世

肯
定

的
な
「

正

統
主
義
的
」

世
界

観
と

表
裏
】

体
に

存
在
し
て

き
た

こ

と

を
指
摘
す
る

。

個
別
論
文
で

は、

魔
術
と

科
学
の

分
離
し

て

い

な

い

時
代
に

あ
っ

て

信
仰
と

体
験

的
な

知
の

融

和
を

求
め
、

当
時
の

「

正

統
主

義
的
」

世
界
観
で

あ
っ

た

ス

コ

ラ

主

義
を

補
完
す
る

「

全
体
知
」

を

探
求
す
る

精
神
的
格

闘
の

諸
相
が

紹
介
さ

れ

る
。

　

桂
芳

樹
「

ル

ネ

サ

ン

ス

の

ヘ

ル

メ

ス

主
義
と

グ
ノ

ー
シ

ス

主
義
」

は
、

「

全
体
知
」

の

起
源
を
古

代
の

新
プ

ラ

ト
ン

主

義
に

求
め

て

世
界
の
一

体

性
の

回
復
と

超
越
を
探
究
す

る

フ

ィ

チ

ー
ノ
、

ピ
コ
、

ブ
ル

ー

ノ

ら

の

ヘ

ル

メ

ス・
王

義
の

展
開
を
紹
介
し

、

ギ
リ

シ

ア

教
父
や

古
代
の

新
プ
ラ

ト

ン

主
義
者
の

著
作
に

触
発
さ

れ

た

ル

ネ
サ

ン

ス

の

ヘ

ル

メ

ス

主

義
に

は

世
界

そ

の

も

の

の

存
在
を

否
定
す

る

傾
向
こ

そ
見
ら

れ
な

い

が
、

無
限
に

白
己

超
越
を

求
め

る

点
で

は

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
と

表

裏
一

体
で

あ
る

と

論
じ

る
。

村
上

陽
一

郎
「

パ

ラ

ケ

ル

ス

ス

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は
、

ル

ネ

サ

ン

ス

の

反
ス

コ

ラ

主

義
の

潮
流
に

根
ざ
し

た

知

的
ア

ナ

ー
キ
ス

ト
と

し

て

パ

ラ

ケ

ル

ス

ス

を

描
く

。

パ

ラ

ケ

ル

ス

ス

の

思

索
に

は

新
プ

ラ

ト
ン

主

義

的
な

傾

向
が

強
い

が、

世
界
が

神
に

よ
っ

て

作
ら
れ

た

善
な

る

も
の

で

あ

る

こ

と

を

信
じ、

経
験
に

基
づ

く

魔
術

的
・

科

学
的
な

思

索
と

信
仰
の
一

致
を
め

ざ

す
点
で

現
世
肯
定
的
で

あ
り、

現
世

拒
否
の

傾
向
は

見
い

だ

せ

な
い

。

　

在
野
の

思
想
は

ど

う
だ
ろ

う
か

。

ご
一
世
紀
後
半
以
後、

正

統
主
義
神

学
の

形
成
の

場
と

は
一

線
を
画
し

た

場
で

学
僧
た
ち

に

よ
っ

て

彫
琢
さ

れ

た

聖
杯
伝
説
は、

聖
杯
探
索
の

旅
と

帰
還
の

物
語
か

ら
聖
杯
の

騎
士

た

ち

に

よ

る

至

高
の

観
想
と

探
究
の

物
語
に

変
容
す

る
。

横
山
安
由
美
「

聖

杯

伝
説
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

に

よ

れ

ば
、

聖
杯

伝
説
の

変
容
は

ス

コ

ラ

哲

学
に

お

け
る

聖
餐
論
の

精
緻
化
と

中
世
盛

期
の

救
済
論
的
な

終
末
待
望
を

色
濃
く

映
し

出
し

て

い

る

と

い

う
。

選

ば
れ

た

少
数
者
に

開
か

れ

た

不

可

知
の

至

高
の

知
解
と

い

う
物
語
の

構
造
は

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
と

も
共

通
す
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る

が、

む

し

ろ

「

死
と

再
生

の

物
語
」

と

し

て

解
釈
さ
れ

る

場
合
が

多

い
。

一

九
世
紀
ド

イ

ツ

の

神
学

者
バ

ウ

ル

の

提
唱
以
来
「

近

世
ド

イ

ツ

に

お

け
る

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

祖
」

と

さ

れ
て

き
た

べ

ー

メ

の

世
界
像
は

古

代
の

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
と

酷
似
す

る
。

薗
田

坦
「

ヤ

ー
コ

プ
・

べ

ー

メ

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は

べ

ー

メ

の

思
想
を

ヨ

ナ

ス

の

「

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
」

の

定
義
に

依
拠
し
て

分
析
す
る

。

べ

ー

メ

は

正

統
主

義
の

環
境
に

育

ち

な

が

ら

も、

神

秘
主
義
的
な

資
質
に

依
拠
し

て

悪
の

起
源
を
問
い
、

神

と

自
然
の

関
係
を

独
特
な

直
観
に

よ

っ

て

把
握
す
る

。

そ

の

発
想
の

源
は

パ

ラ

ケ

ル

ス

ス

的
な

錬
金
術
思
想
と
一

七
世
紀
ド

イ
ツ

の

キ

リ
ス

ト

教
的

終
末
論
で

あ
り

、

絶
対
的
至
高
神
は

被
造
物
に

は

認
識
不
可
能
な
神
性
を

も
つ

た

め

被
造
物
の

世
界
に

可

視
的
な
姿
で

顕

現
す
る

こ

と

は

な
く、

被

造
物
の

生
き

る

可
視
的
な

世
界
は

神
的
本

質
へ

の

接
近
を
試
み

た
天
使
ル

チ

フ
ェ

ル

が
神
の

怒
り
を
受

け
て

堕
落
し
た

結

果
と

し
て

創
ら

れ

た

悪
し

き

世
界
と

さ

れ

て

い

る。

　

薔
薇
十
字
団
と

フ

リ
ー

メ

イ

ス

ン

は

む

し

ろ

世
界
肯
定
的
で

あ
る

。

中

井
章
子
「

薔
薇
卜
字
団
と

グ

ノ

；
シ

ス

主

義
」

は
一

七

世
紀
の

薔
薇
十
字

文
書
に

言
及
す
る

。

薔
薇
十
字

団
は

当
初、

『

化
学
の

婚
礼
』

の

著
者
で

あ
る

ア
ン

ド
レ

ー

エ

の

周
辺
か

ら
架
空
の

結
社
と

し

て

登
場
し
た

が
、

キ

リ
ス

ト
教
の

信
仰
と

科
学
的

・

魔
術
的
な

自
然
知
を

融
和
さ

せ

つ

つ

救
済

を
与
え
る

「

全
体
知
」

の

探
究
を
奨
励
す
る

メ

ッ

セ

ー

ジ
は

同
時
代
の

西

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

知
識
人
か

ら
た

ち

ま

ち

熱

烈
な

賛
意
を

ひ

き

お

こ

し、

ロ

マ

ン

主

義
以
後
に

お

け
る

薔
薇
十
字
結
社
の

結

成
に

イ

ン

ス

ピ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

与
え

た
。

そ

の

思
想
に

は

善
悪
二

元

論
的
な

傾
向
は

な

く
、

魔

術
と

科
学
が

分
裂
し

て

い

な

い

時
代
に

あ
っ

て

「

自
然
と

い

う

書
物
」

を

正
し

く
理

解
す

る

言
語
を

探
究
す
る

と

同
時
に

魔
術
的
な

自
然
知
に

依
拠
し

て

世
界
を
再
生
さ

せ

よ

う
と

人
々

の

結
集
を

呼
び
か

け

る

も

の

で

あ
り

、

根

本
的
に

現

世
肯

定
的
で

あ
る

。

竹
下
節
子
「

フ

リ

ー

メ

イ

ス

ン

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は

近
世
以

来
の

フ

リ
ー

メ

イ

ス

ン

の

活
動
と

思

弁
の

歴
史
を

紹
介
し、

そ

の

象
徴
体
系
に

お

け
る

グ
ノ

ー

シ

ス

的
要
素
を

素
描
す
る。

フ

リ

ー

メ

イ
ス

ン

は

本
来、

硬
直
化
し
た

教
会
の

権
威
に

抗
し

て

ヘ

ル

メ

ス

主
義
的
エ

ゾ

テ
リ
ス

ム

と

キ

リ

ス

ト

教
を

折
衷
し
た

象
徴
体
系
を
彫
琢

し
て

キ

リ

ス

ト

教
徒
の

霊
的
向
上

の

道
を

模
索
す

る

団
体
だ

が
、

一

九
世

紀
以
来
そ

の

キ

リ
ス

ト

教
色
は

薄
ま

り
、

第
二

次
世
界
大
戦
後
に

は

プ

リ

ー

メ

イ
ス

ン

迫
害

史
の

実
態
も
解
明
き

れ
た

た

め

「
グ
ノ

ー

シ

ス

的
か

つ

親
ユ

ダ
ヤ

的
な

陰
謀
集
団
」

と

し
て

の

メ

イ

ス

ン

像
は

棄
却
さ

れ

つ

つ

あ

る
。

そ

の

象
徴
体
系
は

グ
ノ

ー

シ

ス

的
で

は

な

い
。

ダ
ビ

デ
を

介
し

て

ソ

ロ

モ

ン

に

伝
え

ら

れ

た

神
の

啓
示
と

し
て

の

世
界
の

設
計
図
の

解
読
に

よ

っ

て

現
世
内
超
越
を
め

ざ

す
態
度
も、

智
恵
・

力
・

美
と

い

う

全
体
と

し

て

実
現
さ

れ
る

べ

き
相
互

補
完
的
な

三

つ

の

徳
を
ロ

ッ

ジ

を

支
え
る

原
理

と

み

な

し

た
上

で

石
工

道
具
な

ど

の

象
徴
を

会

員
が

達
成
す

べ

き

徳
目
に

関
連
づ

け

て

理
解
す
る

態
度
は

根
本
的
に

世
界
肯
定
的
で

あ
り、

二

元
論

的
な
色

彩
も
薄
い

。

　
「

む

す
び
」

で

あ

る
村
卜
陽
一

郎
「

思
想
・

精
神
運
動
と

し

て

の

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義」

は

『

陰
の

精
神
史
』

全
体
を

通
観
し、
「

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
は

と

ら

え

ど

こ

ろ

が

な
い
」

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の

よ

う

な

感
想
を
共

有
す
る

読
者
も

少
な

く
は

な

い

だ

ろ

う
。

　
『

異
端
と
近

代
』

　
本
巻
の

問
題
提

起
で

あ
る
高
橋
義
人
「

哲
学
・

文
学
・

芸
術
の

中
の

グ

ノ

ー

シ

ス
」

は

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

精
神
史
に

遍
在
す

る

思

考
様
式
と
し
て

の

456（672）
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書評 と紹介

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

の

水
脈
の

重
要
性
を
主
張
す
る

。

し

か

し
、

本
論

考
に

お

け

る
「

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
」

概
念
の

定
義
は

明
確
で

は

な

く、

超

越
へ

の

意
志
と

救
済
願
望
が

盛

ら

れ
た
芸
術
作
品

や

思
想
で

あ

れ
ば
無
差

別
的
に

適
用
さ

れ

て

い

る

よ

う

に

見
え

る
。

「

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は

神

秘
思
想
と

ど

の

よ

う
に

異
な
る

の

か
。

第
一

部
『

神
秘
主

義
と

グ
ノ

ー

シ

ス
』

の

諸
論
考
で

は

さ

ま
ざ
ま

な

宗
教
的
伝
統
の

「

神
秘
思
想
」

と

比
較

し

て

こ

の

問
題
を
扱
う

。

　
基
調
論
文
で

あ
る

島
薗
進
「

グ
ノ

ー

シ

ス

は

神
秘
思
想
か
」

は
、

如

来

教
に

み

ら

れ
る

現
世
忌
避
と

救
済
待
望
の

構
造
を

指
摘
し
、

研
究
家
・

実

践
家
と

し

て

エ

ゾ
テ

リ

ス

ム

の

普
遍

性
を
説
い

て

現
代
の

神
秘
思
想
家
た

ち

に

そ

の

活
動
の

理
論
的
根
拠
を

与
え
た
ゲ
ノ

ン

と

冷
静
な

歴
史
学
的
研

究
の

対
象
と

し
て

エ

ゾ

テ
リ
ス

ム

を

観
察
す
る

フ

ェ

ー

ヴ

ル

の

「

エ

ゾ

テ

リ

ス

ム
」

概

念
を

折
衷

し、
「

隠
さ

れ
た

深
い

真
理

を
知

的
に

認
識
す

る

こ

と

を

通
じ
て
、

究
極
の

自
己

変
容
・

自
己
完
成
を
目
指
す
よ

う
な

思
想

や

実
践
」

を
広
く
エ

ゾ

テ
リ
ス

ム

と

し
て

理
解
す

る

方
向
性
を、
小

唆

し、

救
済
と

終
末
へ

の

待
望
と

は

裏
腹
の

現
世
否
定
的
ニ

ヒ

リ

ズ

ム

に

貫

か

れ

た
エ

ゾ
テ

リ
ス

ム

と

し

て

の

「

グ
ノ

ー

シ

ス

的
思

考
」

は

必
ず
し

も

西
洋

に

限
定
さ

れ
た

思
考
類
型
で

は

な
い

こ

と

を
明
ら

か

に

す

る
。

　
上
山
安
敏
「

ユ

ダ
ヤ

教
神
秘
主

義
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は
、

ユ

ダ

ヤ

教
神
秘
主
義
を
め

ぐ
る

二

つ

の

明
快
な
見
取
り
図

を
提
供
す
る

。

ひ

と

つ

は

近
代
ド

イ
ツ

語
圏
の

ユ

ダ
ヤ

神
秘
主
義
研
究
史
と

精
神
史
の

照
応

で

あ

る。

シ

ョ

ー
レ

ム

は
、

ハ

ル

ナ

ッ

ク
や
グ
レ

ー

ツ

ら

の

提
唱
す

る
キ

リ

ス

ト

教
中
心
的
な
初
期
ユ

ダ
ヤ

教
史
像
に

抗
し

て

大

胆
に

ユ

ダ
ヤ

教
神
秘
主

義
の

復
権
を
打
ち

出
し

た
思
想
家
と

し
て

位
置
づ

け
ら

れ

る。

も
う

ひ

と

つ

は
ユ

ダ
ヤ

教
グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
の

生
成
の

歴
史
で

あ
る

。

ユ

ダ
ヤ

教
は

グ
ノ

ー

シ

ス

の

思

想
を
律
法
に

隠
れ

た

神
を
発

見
す

る

た
め

の

解
釈
の

技

法
と

し

て

発
展
さ

せ

た
結
果、

ユ

ダ
ヤ

教
グ
ノ

ー
シ

ス

は

ラ

ビ

体
制
の

中

枢
部
に

お

い

て

秘
術
と

魔
術
の

実
践
を

通
じ
て

民
衆
信
仰
と

接
触
し、

そ

れ

を
吸

収
し

て

生
き

続
け、

カ
バ

ラ

ー

や

ハ

シ

デ
ィ

ズ

ム

の

母
胎
と

な
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　

鶴
岡
賀
雄
「

グ

ノ

ー

シ

ス
・
モ

義
と

キ

リ

ス

ト

教
神
秘
主

義
」

は、

本
書

を

読
む

さ

い

の

指
針
と

な

る

重
要
な

論

考
で

あ

る
。

こ

こ

で

は

ま

ず

「

神

秘
主

義
」

概
念
の

拡
散
が

指

摘
さ

れ

る
。

「

神
秘
主

義
者
」

「

神
秘
家
」

の

名
称
は

基

本
的
に

は

他
称
で

あ
り、

「

神
秘
主

義
（
日

畜
二
∩

ゲ

ヨ
）

」

じ

た

い

が
一

九

世
紀
に

発

明
さ

れ

た
概

念
で

あ
る

、

と
こ

ろ

が
、

「

キ

リ

ス

ト

教
神
秘
主

義
」

と

い

う
概
念
が

実

質
的
に

成
立
し
た

の

は

神
を
巡
る

言
説

の

奥

義
と

神

学
が

分

離
し

た
一

七
世

紀
の

こ

と

で
あ

る
。

「

神
秘
主

義
」

は

正

統
ス

コ

ラ

神
学
を

補
完
す

る

「

真
の

キ

リ

ス

ト

教
」

を
自
覚
的
に

設

定
す

る

営
み

で

あ
り、

「

グ
ノ

ー

シ

ス
」

は

こ

の

当
時

「

神
秘

主
義
」

と

ほ

ぼ

同
義
語
と

し

て

用
い

ら

れ

て

い

た
。

フ
ェ

ヌ

ロ

ン

ら

「

キ

リ

ス

ト

教

神
秘
主

義
」

の

発
明

者
は

歴

然
た

る

異

端
で

あ
る

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
を

「

神
秘
神

学
」

に

そ

の

ま

ま

加
え

る

こ

と

は

な

い

が、

「

グ
ノ

ー

シ

ス
」

を

「

選
ば
れ

た

者
に

与
え

ら
れ

る

秘
密
」

「

純
粋
愛
」

と
し

て、

「

グ

ノ

ー

シ

ス

者
」

を
霊

的
人
間
と

し
て

認

識
し

て

い

る
。

彼
ら

の

い

う
「

グ

ノ

ー

シ

ス
」

は

エ

リ

ー

ト

主

義
的
な

完
徳
へ

の

指
向
や

秘
密
の

伝
授
と
い

う
思

想
の

点
で
、

古
代
グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
者
の

「

グ
ノ

ー

シ

ス
」

理
解
に

も
通

ず
る
。

脱
教
会

化
の

進
ん

だ
一

九

世
紀
に

は

「

神
秘
主
義
」

は

キ

リ

ス

ト

教
の

枠
を

越
え

た

概
念
と

な
り

、

オ

カ

ル

テ

ィ

ス

ト

の

な

か

に

は

太
古
の

叡
智
を

継
承
す

る

異
端
的
グ
ノ

ー

シ

ス

思
想
を

称
揚
す

る

者
も
現
れ

る
。

同

様
の

歴
史
的

状
況
に

あ
る

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

概
念
も

「

神
秘

卞
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義
」

概
念
同
様
に

概
念
が

拡
散
し
て

い

る
可
能
性
も

十
分
に

想
定
で

き
る

の

で

は

な
い

か
、

と

い

う

問
題

提
起
は、

正

統
主

義
的
世
界
観
の

補
完
を

試
み

る

あ
ら

ゆ

る
近
代
思
想

・

近
代
文
学
の

な

か

に

「

グ

ノ

ー
シ

ス

的
な

も

の
」

を
見
い

だ
そ

う
と

す
る

本
巻
の

意
図
に
一

石
を

投
じ

て

い

る
。

　

竹
下
政
孝
「

イ
ス

ラ

ー

ム

神
秘
主
義
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

で

は
、

イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
に

お

け
る

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
的
思
考
は

ス

ー
フ

ィ

ズ

ム

よ

り

も

過
激
シ

ー

ア
派、

と

り
わ
け

イ
ス

マ

ー

イ
ー

ル

派
の

思
索
に

明
確
で

あ

る

と

指
摘
し、

そ

れ

ら

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

世
界
像
・

救
済
思
想
を

比

較
す

る
。

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

も
イ

ス

マ

ー
イ

ー

ル

派
も
覚
知
と

天
上

界
へ

の

復
帰
を
呼
び
か

け

る

が
、

新
プ
ラ

ト

ン

主
義
の

影
響
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

影
響
を
画
然
と

分
け

る

こ

と

は

難
し
い

。

イ

ス

マ

ー

イ
ー

ル

派
の

教

説
に

は

傲
慢
に

陥
っ

て

堕

落
し
た

原
人
の

悔
悟
と

神
的
指
導

者
へ

の

帰
依

に

よ

る

救
済
の

教

説
が
み

ら
れ

る
。

ま

た、

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

を

代
表
す

る

イ

ブ
ン

・

ア

ラ

ビ

ー

の

「

完
全

人
間
」

の

思
想
は

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

原

人
神
話
の

影
響
下
に

あ
る

が、

物
質
世
界
を

否

定
す
る

終
未

論
的
な

立

場

に

は

な

く、

完
全
人

間
を

地
上
の

肉
体
を

備
え
た

人
間
と
し
て

認
識
し

て

人
間
の

身
体

性
を

否
定
し

な
い

。

　

津
田

虞
一

「

グ
ノ

ー

シ

ス

と

密
教
」

で

は

「

真
理
の

啓
示
を
理

解
す

る

と

き

救
済
に

至
る
」

と

す

る

ブ
ル

ト

マ

ン

の

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
理

解
を

密

教
思
想
史
に

も

適
用
し、

「

金
剛

頂
経』

に

お

け
る

宇
宙
の

階
層
形

成
の

挿
話
や

大
宇
宙
に

照
応
し

て

「

本
来
の

自
己
」

に

到
達
す
る

原
人
プ

ル

シ

ャ

の

思
想
と

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
神
話
の

類

縁
性
を

指
摘

す
る

。

佐
藤

研

「

禅
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は

否
定
神
学
的
な

表
現
で

至

高
者
を

表
現
す

る

禅
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

思
考
構
造
を

比
較
し、

禅
の

楽
観
性
と

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
の

悲

観
性
を

浮
き

彫
り

に

す
る

。

救
済

神
話
を
も

た

な

い

禅

は

超
越
を

内
在
化
す
る

人
間
肯
定
的
な

性
善
説
に

立
っ

て

超
越
的
な

世
界

と

日
常
の

可
視
的
な

世
界
を
表
裏
一

体
と

み

な

す
が
、

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義

は

超
越
と

日
常
を

画
然
と

切
り

離
し、

現
世
へ

の

絶
望
に

依
拠
し

て

超

越

の

内
在
化
を
拒
否
し

な

が
ら

も
救
済
と

覚
知
に

至

る

超
越
の

神
話
を

備
え

て

い

る

の

で

あ
る

。

　
第
二

部
『

文
学
と

グ
ノ

ー

シ

ス
』

の

主
題
は

西
洋
近
代
文
学
に

お

け

る

グ
ノ

ー

シ

ス

的
系
譜
で

あ
る

。

基
調
論
文
で

あ
る

高
橋
義
人
「

グ
ノ

ー

シ

ス

的
象
徴
と

芸
術
」

は、

ゲ
ー

テ

か

ら
二

〇
世
紀
初
頭
に

至

る

ド

イ

ツ

の

文
学
に

み

ら
れ

る

正

統
主

義
の

宗

教
に

か

わ

る

新
し

い

覚
知
の

宗
教
の

希

求
や

「

上

昇
と

下

降
」

「

失
わ

れ

た

楽
園
へ

の

回

帰
」

「

堕
罪
と

救
済
」

「

世
界
の

起
源
の

忘
却
と

知
へ

の

覚
醒
」

と

い

っ

た

「

グ
ノ

ー

シ

ス

的
思

索
」

を

列
挙

す
る
。

村
本
詔

司
「

フ

ァ

ウ

ス

ト
文

学
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は
、

教
父
た

ち

が

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
の

祖
と
み

な
し

た

シ

モ

ン
・

マ

グ
ス

と

重
ね

合
わ
せ

て

近

世
以

後
の

ド
イ

ツ

文

学
で

描
か

れ
る

フ

ァ

ウ

ス

ト

像
の

歴
史
的
変
遷
を
論
じ、

フ

ァ

ウ

ス

ト

伝
説
は

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義

者
」

と

い

う
よ

り
も
魔
術
師
・

錬
金
術
師
と

し

て

の

フ

ァ

ウ
ス

ト

を

描
い

て

お

り、

終

末
論

的
な

現

世
否

定
の

傾
向
は

み

ら
れ

な
い

、

と

指
摘
す

る
。

高
橋
義
人
「

ヘ

ッ

セ

と

グ
ノ

ー

シ

ス
」

は、

ユ

ン

グ
派
の

精
神
分
析

治

療
の

影

響
下
で

ヘ

ッ

セ

が

著
し

た
小

説
『

デ

ミ

ア

ン
』

に

盛

ら
れ

た

「

ア

ブ

ラ

ク

サ

ス
」

「

堕
罪
の

神
話
」

「

失
わ

れ

た

楽
園
へ

の

覚
知
に

よ
る

回

帰
」

と

い

う

グ
ノ

ー

シ

ス

神
話
の

要
素
を

作
品
へ

の

内

在
的
理
解
に

基

づ

い

て

素
描
す

る
。

稲
垣

直
樹
「

ユ

ゴ

ー

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は、

自

由
思
想

家
の

両
親
の

元
に

生
ま

れ

て

脱
カ

ト

リ

ッ

ク

の

立
場
を
貫
い

た

ヴ

ィ

ク

ト

ル
・

ユ

ゴ

ー

の

作
品
に

み

ら

れ
る

「

終
末
と

救
済
の

待

望
」

「

シ

ン

メ

ト

リ
ー

の

構
造
」

「

人
類

史
再
構
築
の

ヴ
ィ

ジ

ョ

ン
」

と

い

っ

た

グ

458（674）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

書評 と紹介

ノ

ー

シ

ス

主

義
神
話
に

通
じ

る

要
素
を

指
摘
し

、

ユ

ゴ

〜

は

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
者
で

あ
っ

た

と

結
論
す

る
。

鈴
木
雅
之

「

ウ

ィ

リ

ア

ム
・

ブ
レ

イ

ク

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は
、

ブ

レ

イ

ク

は

近

世
の

新
プ

ラ

ト

ン

主

義
者
や

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

ボ

ル

ク

の

ほ

か

古
代
宗
教

史
を

扱
っ

た

複
数
の

著
作
を

読

ん

で

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
的
な

思

考
に

ふ

れ、

琿

念
を

擬
人

化
し

た

神
格
像

や

「

悪
し

き

世
界
の

造

物
主
」

を
配

置
し

て

正

統
卞
義

的
世
界

観
の

転
覆

を
企
図
す
る

作
品
を
書
い

た

と

指
摘
す

る
。

　

第
三

部
「

グ

ノ

ー

シ

ス

と

近
現
代
思
想
」

の

基

調
論
文
で

あ
る

高
橋
義

人

「

グ
ノ

ー

シ

ス

と

近
現

代
思
想
」

は

マ

イ
ス

タ

ー
・

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

か

ら
シ

ュ

タ

イ
ナ

ー
に

至
る

ド
イ
ツ

の

神
秘
思
想
の

系
譜
に

見
ら

れ
る

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
的
思
索
の

系
譜
を

追
跡
す
る

。

　

山
脇
直
司
「

ド

イ
ツ

観
念
論
と

キ

リ
ス

ト
教
的
グ
ノ

ー

シ

ス
」

は、

ド

イ
ツ

観
念
論
に

お

け
る

正

統
主

義
的
キ

リ
ス

ト

教
の

補
完
を
め

ざ
す
「

グ

ノ

ー

シ

ス

的」

な

世
界

観
の

例

を

紹
介
す

る
。

後

期
フ

ィ

ヒ

テ

の

思

想

は
、

思
考
に

よ
っ

て

の

み

把
握
可
能
な

至
高
の

超
越
的
存
在
を

認
識
し

た

人
間
が

到
達
可
能
な

神
の

愛
に

生
き

る

浄
福
と
、

古
代
の

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
者
に

深

い

影
響
を

与
え
た
ヨ

ハ

ネ
福
音
書
に

依
拠
し

て

キ
リ

ス

ト
教
の

真
理
観
を

重

ね

合
わ

せ
、

臨

在
す
る

神
の

リ

ア

リ
テ

ィ

の

現

前
を

試
み

た
。

シ

ェ

リ

ン

グ
も

ヨ

ハ

ネ
福
音
書
に

キ
リ
ス

ト

教
の

最
良
の

啓
示
理

解

を
見
い

だ

す

が、

現
世
は

善
悪

の

角
逐
す
る
「

歴
史
の

国
」

で

あ
り
再
臨

の

と

き

ま

で

救
済
は

あ

り

え
な

い

と

考
え
た

。

へ

ー

ゲ

ル

は

万

人
に

自
由

の

実
現
す

な

わ

ち

進
歩
を

も
た

ら

し

た

キ

リ
ス

ト

教
の

効
用
を

認
め

な

が

ら

も、

自
己

陶
冶
す

る

人
間
が

到
達
す

べ

き
「

神
の

座
」

と

も

い

う
べ

き

絶
対
知

の

構

造
を

キ

リ
ス

ト

教
の

三

位
一

体
と

類
比
的
に

と

ら

え、

「

知

識
に

よ

る

救
済
」

と

し

て

の

哲
学
に

よ

る

宗
教
の

止

揚
を

説
く

。

同
時
代

人

か

ら
べ

ー

メ

の

再
来
と

い

わ

れ

た
パ

ー

ダ
ー

は

カ

ト

リ

ッ

ク

の

立
場
か

ら、

先
在
の

善
な
る
神
と

人
間
の

根
源
的
自
然

を
復
活
さ

せ

る

両
性
具
有

者
と

し

て

の

キ
リ

ス

ト

を

想
定
し
、

地
上
の

エ

ロ

ス

も

肯
定

し

た
。

彼
の

思

想
に

お

い

て

は
、

人

間
は
ア

ダ
ム

の

堕

罪
に

よ
っ

て

失
わ

れ

た

「

精

神
」

に

よ

っ

て

「

身
体
」

と

「

霊

魂
」

を

統
合
し
て

よ

り

高
次
の

自
然
に

生
ま

れ

変
わ
る

と

と

も

に
、

人
間
の

原

像
が

備

え
て

い

た

両

性
具
有
性
を

回

復
す

る

た
め

に

婚
姻
を

結
ば
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

存

在
と

し

て

捉
え
ら

れ

て

い

る
。

　
久
米
博
「

原

罪
と

悪
の

象
徴
論
」

は、

「

悪
の

起
源
を
全
体

的
に

問
う

思

想
と

し

て

グ

ノ

ー
シ

ス・
王

義
は

西
洋
思

想
に

貢
献
し
た
」

と

い

う
ポ

ー

ル

・

リ

ク

ー
ル

の

提
言
を

う
け

て
、

ド
ゥ

ル

ー

ズ

の

い

う
「

シ

ミ
ュ

ラ

ー

ク

ル
」

（
模
造
）

の

概
念
が

グ
ノ

ー

シ

ス

神
話
の

思
考

法
と

共

通
の

構
造

を

持
つ

こ

と

を

指
摘
し、

ア

ウ

グ
ス

テ

ィ

ヌ

ス

の

反
グ

ノ

ー
シ

ス

的
原
罪

観
念
を
例
に
、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
を
論
駁
す
る

た

め

に

自
ら

も

あ
え

て

グ

ノ

ー
シ

ス

的
な

態
度
を
と

る

「

反
グ
ノ

ー

シ

ス

的
グ
ノ

ー
シ

ス
」

と

グ
ノ

ー

シ

ス

の

関
係
に

つ

い

て

考
察
す

る
。

的

場
哲

朗
「

ハ

イ
デ

ガ

ー

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

で

は
、

ハ

イ
デ

ガ

ー
の

哲

学
を

「

偽
装
さ

れ

た

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

と

し

て

位
置
づ

け
る

。

難
解
な

哲
学

的
表
現
を

避
け

て

深
遠
な

思
索
を
試
み

た
ハ

イ

デ
ガ

ー

の

実

存
論
的
分
析

論
に

心

酔
し

た

ヨ

ナ

ス

に

触
発
さ

れ

て

的
場
も

ハ

イ

デ
ガ

ー

の

テ

ク
ス

ト

に
沈

潜
し、

「

ラ

デ
ィ

カ

ル

な

二

元

論
」

「

深

刻
な

投
企
性
に

よ

っ

て

生

じ

た
異
邦
に

あ
る

こ

と

の

懊

悩
」

「

覚
知
を

う
な
が

す

呼
び

声
」

と

い

う

古
代
の

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義

と

酷
似
す

る

問
題

意
識
を
も
つ

箇
所
を

列

挙
す

る
。

大

田

俊
寛
「

鏡
像
段

階
論
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

は、

ラ

カ

ン

の

「

鏡
像
段

階
論
」

を
心
理
学

的
側
面
か

ら

自
己

観
照
の

プ
ロ

セ

ス

を

整
合
的
に

説
明

す
る

理

論
と
し

て
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紹
介
す

る
。

こ

こ

で

は
、

「

人
間
は

自
己

白
身
の

姿
を
知
る

こ

と

が

で

き

な
い

た

め

に

鏡
の

中
の

虚
像
に

白
ら
の

姿
を

発
見
す
る

」

と

説
く

「

鏡
像

段
階
論
」

は
、

自
己
観
照
ゆ

え

に

引
き

裂
か

れ

る

人
間
が

到
達
す
る

「

妬

み
」

、

自
己

像
の

偽
造
」

と

い

う

主

題
と

絶
え

間
な
く

分
裂
を

続
け

る

神

話
の

構
造
を
整
合
的
に

説
明
す

る

点
で

も
グ

ノ

ー

シ

ス

神
話
の
宀

口

己

観
照

と

酷
似
す
る

思
想
と

し

て

論
じ

ら

れ

て

い

る
。

　
高
橋
原
「

ユ

ン

グ
心
理
学
と

グ
ノ

ー

シ

ス・
王

義
」

に

よ

れ

ば
、

ユ

ン

グ

は

正

統
主

義
的
キ

リ

ス

ト

教
の

世
界
観
で

は

説

明
不
可

能
な

悪
の

問
題
を

補
完
す

る

思
考
体
系
と

し

て

グ

ノ

ー

シ

ス

的
思

考
を

追

求
し

た
。

ユ

ン

グ

に

と
っ

て

神
話
は

人

間
の

無
意
識
内
容
の

進
化
に

応
じ

て

進
化
す
る

も

の

で

あ
っ

た
か

ら
、

市
民

道
徳
化
し
た

キ

リ

ス

ト

教
が

扱
わ

な

い

悪
の

問
題

を
十
全
に

説
明
す

る

た
め

に

は

エ

ソ

テ

リ

ズ

ム

の

系
譜
に

依
拠
す
る

必

要

が

あ
っ

た
。

ユ

ン

グ
心
理

学
は
、

世
界
の

全
体
性
と

生

の

意
義
を
回

復
す

る
た

め

に

自
ら

の

源
で

あ

る

集
合
的
無
意
識
へ

と

回
帰
す
る

必
要
が

あ

る

と
説
い

て

お

り、

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
神
話
の

世
界
の

流
出
と

根
源
へ

の

回

復
の

教
説
と

問
題
意
識
を

共
有
す
る。

ユ

ン

グ

心
理
学
の

宗
教
化
を

批
判

し
た

ブ

ー
バ

ー
と

の

論
争
を

経
て

も
ユ

ン

グ
は

終
生
キ

リ
ス

ト

教

徒
を

自

認
し

て

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
者
と

み

な

さ

れ

る

こ

と

を
嫌
い
、

キ

リ
ス

ト

教

的
伝
統
の

う
ち
に

自
ら

の

心
理

学
を

位
置
づ

け

よ
う
と

試
み

た
。

　

第
四
部
「

グ
ノ

ー

シ

ス

と

現
代」

の

基
調
論
文
で

あ
る

島
薗
進

「

グ

ノ

ー

シ

ス

と

現

代
の

物
語
」

は
、

現

代
日

本
の

サ

ブ

カ

ル

チ
ャ

ー

に

み

ら

れ

る

特
権
的
な

超
越
へ

の

意
志
や

現
世
に

お

け

る

流

謫
の

生
と

い

っ

た

グ

ノ

ー

シ

ス

的
表

象
を

「

新
し
い

イ

ノ

セ

ン

ス
」

と

み

な
し

、

そ

こ

に

み

ら

れ

る

個

入
の

自

我
の

救
済
を

主

眼
と

す
る

ニ

ヒ

リ

ズ

ム

の

介
在
を

憂
慮
す

る
。

　
小

林
康
夫
「

シ

ュ

ー

ル

レ

ア

リ
ス

ム

と
グ
ノ

ー
シ

ス

主
義
」

は
、

ブ
ル

ト

ン

『

ナ
ジ
ャ

」

に

お

い

て

男
性
主
人
公
の

覚
知
を

開
示
す
る

女
性
ナ
ジ

ャ

と

グ
ノ

ー

シ

ス

神
話
に

お

け

る

ソ

フ

ィ

ア

の

位
置
づ

け
に

共
通

性
を

指

摘
す

る

エ

ッ

セ

イ

で

あ
る

。

　

出
村
み

や

子

「

フ
ェ

ミ
ニ

ス

ト

神
学
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は、

フ

ェ

ミ
ニ

ス

ト

神
学
の

視
点
か

ら

グ
ノ

ー

シ

ス・
王

義
の．
冉

解
釈
を

行
っ

た

エ

レ

ー

ヌ
・

ペ

イ

ゲ
ル

ス

の

研
究
以
後
の

動

向
を

紹
介
す

る
。

ペ

イ

ゲ
ル

ス

は

ナ

グ
・

ハ

マ

デ
ィ

文
書
を

検
討
し

て

『
マ

リ

ア

の

福
音
書』

な

ど

に

登

場

す
る
女
性
使
徒
・

女
性
教
会
指
導
者
の

地
位
の

高
さ

を
指
摘
し、

正

統
主

義
に

よ

る

異
端
論
駁
は

教
会
内
部
の

女

性
の

指
導
権
を
め

ぐ
る

論
争
と

い

う
政
治
的
な
側
面
も
備
え

て

い

た

と

論
じ
て
、

神
的
存
在
が

両
性
具
有
や

男
女
一

対
と

し

て

表
象
さ

れ
る

と

同
時
に

ア
ダ
ム

の

魂
を
覚
醒
さ

せ

る

霊

的
エ

バ

も

登
場
す

る
グ

ノ

ー
シ

ス

主
義
文
献
に

男
性
中
心
主
義
的
な
聖

書

理

解
に

替
わ
る

聖
書
理
解
の

代
案
を
求
め
た。

近
年
の

研
究
は

よ

り

冷
静

で

あ
り、

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
に

お

け
る

女
性
ジ
ェ

ン

ダ
ー
・

イ
メ

ー

ジ

の

多
様
性
も
分

析
さ

れ
て

い

る
。

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

禁
欲
主
義
は

結

婚
や

出
産
を

否
定
す

る

点
で

特
異
で

あ

る

が
、

今
日
で

は

男
性

中
心
的
な
聖
書

解
釈
に

拠
ら
な

い

信
仰
を
め

ざ
す

女

性
の

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

は

多
様
で

あ

る

た

め、

こ

の

点
に

か

ん

す

る

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

神
学
者
の

評
価
は

分
か

れ

て

い

る
。

　

深
澤
英
隆
「

ル

ド

ル

フ

・

シ
ュ

タ

イ

ナ

ー

と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

に

よ

れ

ば
、

秘
教
性
の

ゆ

え

に

宗
教
史
学
的
な

検
討
の

対
象
と

さ

れ

る

機
会
に

乏
し
か
っ

た

シ

ュ

タ

イ

ナ
ー

人
智
学
は
、

「

現
代
の

グ
ノ

ー

シ

ス
」

と

し

て

批
判
さ

れ

る

が
、

シ

ュ

タ
イ
ナ
ー
自
身
は

む

し

ろ

薔
薇
十
字
思
想
に

親

近
感
を
抱
い

て

お

り

古
代
グ
ノ

ー

シ

ス

思
想
に

は

断
片
的
に

し

か

言
及
し
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書評 と紹 介

な

い
。

シ

ュ

タ

イ

ナ

ー

人

智
学
の

宇
宙

論
・

人

問
論
に

み

ら

れ

る

区
分

原

理

の

図
式
や

人
間
主

義、

ナ

ル

シ

ス

テ

ィ

ッ

ク

な

自
己

崇

拝
は

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
に

通

じ
る

が
、

「
霊

的
科

学
」

を

標
榜
し

て

い

る

た

め

に

生
の

究

極
的

目
的
や

救
済
と

い

っ

た

形

而
上

的
・

宗
教

的
な

問
題
に

は

言
及

せ

ず、

む
し

ろ

身
体
的
・

質
料
的

要
素
を

重

視
す
る

。

「

霊

的
認

識
」

に

よ

る
聖
書
の

字
義
の

エ

ゾ
テ

リ

ッ

ク

で

超

感
覚
的
な

解
釈
を

強
調

す
る

シ

ュ

タ

イ
ナ
ー

の

キ

リ

ス

ト

教
解
釈
は

先
在
す
る

宇
宙
的
キ

リ

ス

ト

を
打
ち

出

し
て
、

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義
の

特
徴
で

あ

る
仮
現
説
を

否
定
す
る

。

深
澤
は

議

論
の

端
緒
で

「

グ

ノ

ー

シ

ス

（
主
義）
」

の

語
用
論
を

批
判

的
・

中
立

的
・

肯
定
的
の

三

種
の

用
法
に

分
け
て

端
的
に

論
じ

て

お

り、

本
書
を

読

み

解
く
さ

い

の

貴
重
な
指
針
を

提
供
す

る
。

現

在
の

ド

イ

ツ

で

は
シ

ュ

タ

イ

ナ

i
思

想
に

依
拠
す
る

「

キ

リ

ス

ト

者
共

同
体」

が

正

統
卞

義
的
キ

リ

ス

ト

教
か

ら
の

激
し
い

批

判
に

も
か

か

わ
ら
ず
カ

ト
リ

ッ

ク
・

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

に

次
い

で

信

者
を

集
め

て

い

る

と
い

う

指
摘
も

ま

た

興

味
深
い

。

　

加
藤
幹
郎
「

映
画、

歴

史、

不

可
知
論

　
　
ア

ン

ド

レ

イ
・

タ
ル

コ

フ

ス

キ

ー
論
の

余
白
に

　
　
」

は
、

ア

ン

ド
レ

イ
・

タ
ル

コ

フ

ス

キ

ー

の

映

画
作
品
に

み

ら
れ

る

不
可
知
論
と

覚
知
の

モ

テ

ィ

ー

フ

を
素
描

す
る
。

島

薗
進
「

新
霊

性
運
動
と

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は

ニ

ュ

ー

ソ

ー
ト

を
例
に

、

新
霊
性
運
動
一

般
に

み

ら

れ

る

「

覚
知
に

よ

る

自
己
超
越
」

は

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

特

徴
で

あ

る

が
、

個
人
の

福
祉
を

め
ざ
す

現

世
肯
定
的
思
考
も

一

般
的
に

み

ら
れ

る

点
で

新
霊

性
運
動
は

必
ず
し

も

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義

的

で

は

な
い
、

と

指

摘
す
る
。

　
『

異

端
と

近
代』

は

結
語
に

お

い

て

ふ

た

た

び

現
代
に

お

け

る
「

グ

ノ

ー

シ

ス・
下

義

的
な

も

の

の

復
興
」

に

言
及
す

る
。

島
薗
進
「
む

す
び

　
グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
と

精
神
史
の

現

在
」

は

「

コ

ス

モ

ス

の

失
墜
」

や

「

悪
」

の

実
在
の

認
知
に

関
わ

る

問
題
を
通
じ

て

現
代
に

お

け
る

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
的
な

も
の

が

「

復
興
」

し
て

い

る

と

分
析
し
、

そ

こ

に

み

ら

れ

る
エ

リ

ー

ト

主
義
と

ニ

ヒ

リ
ズ

ム

の

克
服
の

途
を

模
索

す
る

。

　
本

書
を

通
観
し

て

　
古

今
東
西
の

宗

教
思
想
に

お

け

る

「

グ
ノ

ー

シ

ス

的
な
も

の
」

を

網
羅

的
に

論
じ、

西
洋
思
想
史
の

地

下
水
脈
の

系
譜

を
明
ら

か

に

し

よ

う
と

す

る

本
書
の

試
み

は

き
わ

め

て

野
心

的
で

あ
り、

連
続
講
演
録
と

い

う
器
は

そ

の

試
み

を
盛
る

に

ふ

さ
わ

し

い
。

個
別

論
文

で

指

摘
さ

れ

る

事
実
も

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

と

見
な

さ

れ
る
事
象
の

実
態
を

知
る

上

で

示

唆
的

で

あ
る

。

直
接
に

古
代
グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
に

接
触
せ

ず
と

も
同
様
の

思
想

的
傾
向
を

も
つ

文
学
や

思
想
も
検

討
の

対
象
と

な
っ

て

お

り、

類
似
の

原

理

に

依
拠
し
た
系
譜
学
の

構
築
へ

の

意
志
に

は

圧
倒
さ

れ

る
。

し

か

し
、

全
巻
を
通

読
し
て

も
「

グ

ノ

ー

シ

ス

主
義
」

の

全
体
像
は

焦
点
を
結
ば

な

い
。

執
筆

者
の

な

か

に

は
、

正

統
主
義
の

権
力
に

抗
し
て

悪
の

起
源
に

正

面

か

ら

対

峙
す

る

と

と

も
に

日

常
を

超
越
す
る

至
高
を
目
指
す

特
権
的
な

知

を

志

向
す

る

思

想
に

篤
い

思
い

入
れ

を

抱
く

者
も

散

見
さ

れ、

宗
教
研

究
者
た

る

者
、

や

は

り

こ

の

よ

う

な
事
象
に

も

深
い

理

解
を
も

た
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
、

と

も
強
く

感
じ

さ

せ

ら

れ

る
。

こ

の

点
で

本
書
は

ま
さ

に

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

を

体
現
す
る

。

　

し
か

し
、

本
書
を
学
術
書
と

し

て

読
む

な

ら

ば
、

い

く

つ

か

の

間．
題
点

が

明
ら

か

に

な
る

こ

と

も

指
摘
し

て

お

き

た

い
。

ま

ず、

鶴
岡
賀
雄
が

所

収
論
文
で

危

惧
す
る

よ

う
に、

宗
教

史
学
上

の

概
念
で

あ
る

「

古
代
グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

の

特
徴
を
正

統
主

義
的
な

宗
教

観
の

補
完
を

試
み

る

さ

ま

ざ
ま

な
思

想
に

適

用
し

よ
う
と

試
み

れ

ば、

逸

脱
す
る

現
象
を
拾
い

上

げ
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よ

う
と
し
て

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

の

概
念
は

限
り

な

く
拡
散
す

る
。

個

別
論
文
の

事
例
か

ら
も

示
唆
さ

れ
る

よ

う
に
、

宗
教
史
学
上

の

概

念
と

し

て

の

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

は

「

異

教
」

「

異
端
」

の

概
念

同
様
に、

正

統
主
義
に

異
議
申
し
立
て

を
行
う
思
想
に

正

統
主
義
の

側
か

ら

付
さ

れ

た

蔑
称
に

起
源
を
も
つ

。

古
代
の

グ

ノ

ー

シ

ス

主

義
者
も

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主

義
」

を
自
称
し

た

わ
け

で

は
な
い
。

近
世
以
後
の

神
秘
思

想
家
も
超
越
に

至
る

覚
知
の

鍵
と

し

て

の

「

全

体
知
」

を

称
揚
し

こ

そ

す
れ、

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
者
」

の

蔑
称
を
も
っ

て

よ
ば

れ

る

こ

と

を
好
ま

な

か

っ

た
。

そ

の

よ

う
な

こ

と

を

鑑
み

て

も、

グ
ノ

ー
シ

ス

主

義
の

系
譜
学
に

説
得
性
を

も
た

せ

よ

う
と

す

る
な

ら

ば
、

各
巻
の

問
題
提

起
の

段
階
か

ら

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
」

概
念
と

ー

グ
ノ

ー

シ

ス
」

概
念
は

峻
別
し
て

論
じ

ら
れ
な

け

れ

ば
な

ら

な

か

っ

た
。

ま

た
、

宗
教
思
想

史
に

お

け
る

そ
の

変
遷
を
精

神

史
的

状
況
に

照
ら
し

て

浮
き

彫
り

に

す

る

試
み

も
明
確
に

打
ち

出
さ

れ

る

べ

き

で

あ
っ

た
。

　
ま

た、

本
書
の

論
考
の

な

か

に

は、

論
題
と

は
一

見
関
係
の

な

さ

そ

う

な

「

現

代
に

お

け
る

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

克
服
」

に

つ

い

て

序
論
・

結
論

で

唐
突
に

言
及
す
る

も

の

も
散
見
さ

れ

る
。

本
書
は

「

他
者
へ

の

共
感
を

欠
い

た

自
己
超
越
と

世
界
の

破
壊
を
め

ざ
す
終
末
論
的
ニ

ヒ

リ

ズ
ム

の

克

服
」

を

隠
れ

た

主

題
と

し

て

い

る
の

で

あ
ろ

う
。

確
か

に

二

〇

世
紀
の

「

宗
教
学
」

は
、

宗
教
現
象
に

内

在
す

る

論
理

を
共
感
的
か

つ

楽
観
的
に

提
示
し

よ

う
と

試
み

て
、

い

か

な
る

「

宗
教
」

の

な

か

に

も

「

全

体
知
」

の

回
復
に

よ
っ

て

牛
を
豊
か

に

す
る

装
置
を
見
い

だ

そ

う
と

試
み

こ

そ

す

れ、

宗
教
の

「

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
的
」

な

側
面
に

は

あ
え

て

ふ

れ
よ

う
と

し

て

こ

な

か

っ

た
。

オ

ウ
ム

事
件
の

み

な

ら

ず
九
・

＝

以
後
の

状
況
が

宗
教
に

お

け

る

］

悪
」

や
「

暴
力
」

の

介

在
を

切
実
な

問
題
と

し
て

提
示

す

る

い

ま
、

宗
教

性
善
説
を
強
調
す
る

学
説
は

も

は

や

か

つ

て

の

よ
う
に

は

読
者
に

と
っ

て

強
力
な

説
得
力
を
も

た

な
い

。

宗
教
学
は

い

ま
こ

そ

宗

教
思

想
に

お

け

る

「

悪
」

の

問

題
を

徹
底

的
に

問
わ

な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

の

よ
う

な
立

場
か

ら

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

系
譜
を

探
求
し、

「

悪
」

の

問
題
を

問
い

直
す

契
機
と

し

て

成
果
を

読
者
に

提
供
す

る
べ

き
だ、

と

い

う

見
地
か

ら

本
書
は

編
ま

れ
た
の

で

も
あ
ろ

う

か

ら
、

「

現

代
に

お

け

る

グ
ノ

ー

シ

ス

主
義
の

克

服
」

と

い

う

問
題
提
起
は

巻
頭
論
文
の

段
階
か

ら
は
っ

き

り

と

明
示

さ

れ

る

べ

き

で

あ

っ

た
。

　
「

講
座
」 、

す

な

わ

ち

連
続

講
演
録
を

読
む

こ

と

は

か

つ

て、

「

知
」

の

全
体

像
に

迫
る

第
一

歩
で

あ
っ

た
。

教

養
主
義
的
な
価

値
観
が

崩
壊
の

危

機
に

瀕
し、
「

学
知
」

も
限
り
な

く
細
分
化
し

て

錯
綜
す

る

現

在、

「

知
」

の

体
系
に

迫
る

に

は

連
続

講
演
の

形
式
で

は

限
界
が

あ
る

。

さ

ら

に
、

日

本
の

研
究
者
に

は
］

定
の

距
離
を

保
っ

て

西
洋
の

宗
教
思
想
の

伝
統
を
観

察
す
る
こ

と

も

可
能
で

あ
ろ

う
し、

ま

た
そ
の

よ

う
な
視
点
に

立

っ

た
研

究
の

成
果
を

世
界
に

提
供
す
る
こ

と
が

期

待
さ

れ
て

い

る
。

そ

の

地
下
水

脈
に

つ

い

て

も

同
様
で

あ
ろ
う。

時
代
の

要
請
に

応
え
た

ソ

リ

ッ

ド

で

明

快
な
「

グ
ノ

ー

シ

ス

研
究
の

手
引
き

」

を
編
む

こ

と

も
本
書
の

執
筆
陣
と

岩
波
書
店
に

と
っ

て

は

決
し
て

不
可
能
な
こ

と

で

は

な

い
。
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